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　総会には9会員生協より50名の代議員が参加し、
2022年度活動報告および決算報告、2023年度活動方針
など4つの議案を全会一致で議決しました。
　今年はコロナが流行する以前と同じ規模で開催す
ることができました。静岡県くらし・環境部県民生活
局県民生活課長代理　小澤美和様、静岡市市民局生活
安全安心課長　望月一竹様、静岡県労働者福祉協議会
専務理事　鈴木利和様にご来賓挨拶を賜りました。
　飯田専務理事の議案提案後の討議では、静岡県労済
生協とユーコープから、昨年9月の台風15号の被害に
ついて報告がありました。県労済生協からは、台風被
害があった家屋の確認と共済金給付について、ユー

コープしずおか県本部からは、清水区災害ボランティア本部の設置や被災者宅の清掃作業などの支援活動について報告され
ました。
　今年度も「行政や諸団体とのネットワークを強化し、会員生協とともに県民の平和でよりよいくらしにつながる取り組みを
すすめます。」をスローガンに、平和で安心して暮らせる活動を推進し住みよい地域づくりに貢献し、会員生協の活動支援に繋
がるよう行政や諸団体との関係づくり強化をすすめます。

　コロナ禍のため見送られていたヒロシマ平和の旅が4
年ぶりに行われ、7家族22名が参加しました。7月28日
（金）・29日（土）の1泊2日で行われ、被爆者講話聴講、平和
公園碑めぐり、平和資料館見学を行いました。参加者か
らは「一度は訪れたいと思っていた原爆ドームに行くこ
とができました」「ガイダンスで顔合わせできたのも安
心感があってよかった」などの感想が寄せられました。

6月23日（金）、ALWFロッキーセンターにて第58回通常総会を開催しました。

「静岡県生活協同組合連合会 
第58回通常総会」を開催しました

静岡県労働者共済生活協同組合 第68回 通常総代会
こくみん共済 coop 静岡推進本部 第6回 組合員代表者会議

2023年度役員体制
【理事】
会　　長　稲垣滋彦（ユーコープ顧問）※代表理事
副 会 長　鈴木隆博（静岡県労働者共済生協理事長）
専務理事　飯田知男（ユーコープ執行役員・しずおか
               県本部長）※代表理事
常務理事　中村範子（員外）
　　　　　望月美可（員外）
大石　裕美（ユーコープ　理事) 
神谷　昇（静岡県教職員生協　理事長）
木下　和（生活クラブ生協 専務理事）
酒井　優司（静岡県教職員生協 常務理事）
佐宗　健二（浜北医療生協　専務理事）
清水久美子（ユーコープ 理事）
田口　圭子（パルシステム静岡 常任理事）
寺西　道治（あいち生協 理事長）
藤﨑　稔（スズキ生協 常務理事）
棟田　光彦（静岡大学生協 専務理事）
【監事】
内田　光貴（パルシステム静岡 組織運営部長）
遠藤さとみ（ユーコープ 監事）

「ヒロシマ平和の旅2023」に
7家族22名が参加

　静岡労済第68回通常総代会が2023年7月28日（金）、静岡市葵区のグランディエール ブケトーカイにおいて、総代定
数150名のうち、出席総代135名・書面議決12名と、4年ぶりに参加総代の人数制限や、アクリルボードのない従来のス
タイルにて開催しました。議長団に清水地区運営委員会総代の小泉浩二氏と三島・田方地区運営委員会総代の渡邊直
樹氏が選出され、議案審議が行われ、すべての議案について原案どおり満場一致で承認がされました。また、静岡推進
本部第6回組合員代表者会議においても、付議事項は提案どおり満場一致で承認がされました。

続く、新型コロナウイルス感染拡大と自然災害への対応
　コロナ禍での感染対策は、社会的には緩和されてきましたが、新
型コロナウイルス感染症を原因とした死亡・入院・通院に対する生
命系共済金のお支払いは、2020年3月以降、静岡で10億円を超え、全
国では400億円を超えました。2022年度だけを見ても、全国で305億
円を超える共済金をお支払いしています。
　一方、自然災害も多発しており、台風に加え線状降水帯による豪
雨災害等が発生し、全国で多くの被害が出ました。被災された方々
にお悔やみとお見舞いを申し上げます。静岡においては昨年9月の
台風15号が記憶に新しいですが、清水地区を中心に大きな被害が
あり、共済金は車両被害も含め、総額で約10億円となりました。
昨年度、コロナウイルス感染症や自然災害をはじめ静岡の組合員
の方々にお支払いした共済金は約109億円となり、皆さまのもしも
を支える全国の組合員の「たすけあいの共済金」をお支払いしてき
ました。また台風15号の際は、静岡県に対して義援金として30万円
の寄付をしました。
　今年に入ってからも、台風被害や突風被害などが生じています。
古くから「天災は忘れた頃にやってくる」と言われますが、今は「天
災は忘れる前にやってくる」といっても過言ではありません。備え
あれば憂いなし。当会としても防災・減災活動にも、引き続き注力
して参ります。

　　　　鈴木　隆博 本部長 挨拶の要旨
　こくみん共済 coop 静岡推進本部のこの１年間の取り組みに対
し、職域・居住域それぞれの立場から力強いご支援とご協力を賜り
まして、厚く御礼申し上げます。
　コロナ禍につき、2020年から３回にわたり縮小開催してきまし
たが、今年は4年ぶりに県下47万人を超える組合員を代表して、135
名の総代の方々にご出席いただき開催することとなりました。ま
た、ご多用にもかかわらず、多くのご来賓の方々にもご臨席いただ
きました。日頃のご指導ご鞭撻に、改めて感謝申し上げます。

「新規契約」「保有実績」は件数・口数ともに目標達成。
実績は社会貢献活動にも反映
　2022年度の静岡推進本部全体の実績は、「新規契約実績」「保有実
績」ともに、件数・口数目標を達成しました（慶弔共済含む）。これは
2017年に中部統括本部が発足して以来、初となります。また、全国

の中での静岡推進本部の位置づけを見ると、静岡県の人口は都道
府県別で全国10番目ですが、新規契約実績の件数・口数は全国で
8位、保有実績も件数が8位、口数が6位となっており、中部統括本部
および、こくみん共済coop全体の経営にも、一定の役割は果たした
ものと捉えています。
　また、こうした皆さまの取組実績は、全国で展開している「7才の
交通安全プロジェクト」や「子どもの成長応援プロジェクト」での、
横断旗やなわとび・長なわの寄贈につながりました。また中部統括
本部域で実施している「保障点検・たすけあいアクション」の取り
組み成果として、昨年度はフードバンクふじのくにへ65万円の寄
付をしました。
　これらはすべて、私達の思いである「みんなでたすけあい、豊か
で安心できる社会づくり」の実現に向けて、「たすけあいの輪を結
び広げる」運動に皆さまで取り組んでいただいた結果です。
　
「公式アプリ」「こくみんLifeサポート」がスタート。
新しいたすけあいの創造を！
　新年度も早2ヵ月が経過しました。昨年度から「変革と創造」と題
した、新しい中期経営政策「中経2025」がはじまり、2年目に入りま
した。大きなテーマは、これまでのお役立ち発想と共創活動に、デ
ジタル技術・デジタルツールを積極的に取り入れた「新しいたすけ
あい」を創造・実践していくというものです。
　すでにご案内のとおり、5月には公式アプリを導入し、同時に「こ
くみんLifeサポート」という取り組みを開始しました。組合員の利
便性を高め、サービス向上を目的としていますが、私たちは、ダイ
レクト系事業ではなく、組織運営の生命線が、人と人とのつながり
にあることは、これまでと何ら変わりはないと考えています。今ま
で以上に私たちの思いを伝える、伝わる活動を皆さまと一緒に展
開し、静岡における「新しいたすけあい」を創造して、静岡スタイル
を構築してまいりたいと思います。
　結びにあたり、今年度、静岡推進本部は、「組合員・生活者（こくみ
ん）に寄り添い、向き合い、生活を応援！（Lifeサポート）」をテーマ
に掲げ、「こくみんLifeサポート」を意識して取り組みます。皆さま
の、引き続きのご理解ご協力をお願い申し上げます。
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　「ロッキー奨学金」は、静岡県労働金庫の会員（県内の労働組合など）が拠出して
２０１０年６月に創設した「地域役立資金」の内、県労福協が管理している「人づくり資金」を活用し『将来社会に貢献
する人物を育成、支援したい』という願いが込められた奨学金制度です。この奨学金の対象者は、静岡県内に在住もし
くは企業などに勤務する勤労者の子弟で経済的支援が必要と認められる学生で、各大学から推薦いただいた優秀な
方達です。２０１２年度からスタートし、３１９名に奨学金を給付しました。
　２０２３年７月２５日、第２０回ロッキー奨学金授与式がＡＬＷＦロッキーセンター大会議室で行われました。
　今年度は給付対象人数を例年の各大学３名枠として９大学２７名対象枠で募集させていただきました。また、今年
度も少しでも早く奨学金を学生に授与するために、例年より募集時期を早めました。新型コロナウイルス感染症は５
類に引き下げられましたが物価高騰などの影響から学生の生活環境の厳しさが「ロッキー奨学基金申請書」の内容か
らも感じられました。
　今回の授与式も各大学から推薦された代表１名による参加で実施しました。また、福祉事業団体を代表して、静岡
県労働金庫増田理事長に参加いただき、学生に向け激励のご挨拶をいただきました。その後、県労福協中西新理事長
より、各学生に目録が渡されました。
　県内９大学２３名の奨学生（2023年7月31日現在残り４名募集中）を代表して、静岡英和学院大学及び静岡県立大学
の奨学生から「奨学金を有意義で実りある学生生活のために使い、将来は社会や人のために貢献することのできる職
業に就きたい」「感謝の気持ちを胸に、より一層知識や技術を身に着けるため、今後も精進して参ります」と謝辞をい
ただきました。
　なお、奨学金（２０万円：返還不要）は各学生が指定された静岡県労働金庫の口座に７月２５日に振込みました。

〈ろうきん〉
増田理事長 あいさつ

奨学生謝辞

中西理事長より目録授与

2023年度

ロッキー奨学金
授与式を開催 

御殿場地区×御殿場市民活動センター
2023 年 7 月第 1 回つながる仲間ミーティングを開
催しました。労福協が市民活動センターの活動を幹
事会員に紹介していきます。11 月には市民活動セン
ターのイベントへの訪問を予定しています。

磐田地区×磐田市市民活動センターのっぽ
2023 年 6 月第 1 回つながる仲間ミーティングを開催
しました。労福協が市民活動センターの活動を幹事会
員に紹介していきます。7/19-23 市民活動センター
パネル展を見学しました。会議のお弁当を NPO から
購入するなど、できるところから関係を進めています。

昨年度から始まった「幸せを支え合う社会」の実現プロジェクト「つながる仲間ミーティング」。
今年度は新たに御殿場地区と磐田地区が取組みを開始しました。各地区の進捗状況について報告します。

始まっています「つながる仲間ミーティング」

清水地区×清水市民活動センター
（NPOサポートしみず）
2023 年 4月 NPO清水障害者サポートセンター「そ
ら」に労福協 4 役で訪問しました。訪問時に問題点
としてあがっていた、介護スタッフ等の人材不足に
ついては地区労福協の行政要望で取り上げていくこ
とにしました。次回は市民活動団体「清水おやこ劇場」
を訪問する予定で
す。また清水地区
労福協総会におい
て、NPO サポー
トしみず磯谷理事
長より NPO 活動
についての講演会
を行ないました。

富士地区×富士市民活動センター
（NPO東海道・吉原宿）
本年度より活
動を再開した
地区労福協若
者の会（Sips）
幹事会で、NPO
より市民活動
についての話
を聞き、富士市の課題や、身の回りの問題について
考えるワークショップを実施しました。出席した組
合員が、取り組んでみたい課題について自らができ
ることを考えました。今後も若者の会と NPO との
関りを深めながら、地域を元気にする取り組みを企
画し取り組んでいきます。

島田榛北地区×島田市民活動センター
（NPOクロスメディアしまだ）

クロスメディアし
まだの主催事業
「こどもわくワー
ク」の特別プログ
ラムとして、労福
協若者の会による

企画「山の家１ＤＡＹプチキャンプ（カレーづくりと
川遊び見守り）」、「本のブクブク交換」の２講座を運
営しました。若者の会が主体的に実施者となって事業
を行い、ＮＰＯや市民活動団体と同じ目線に立ち、苦
労や喜びを体感することができました。今後も若者の
会とＮＰＯとの関りを深めながら、地域を元気にする
取り組みを企画し取り組んでいく予定です。

浜松地区×
浜松NPOネットワークセンター
2023 年 7 月第 2 回つながる仲間ミーティングを開
催しました。新たに加わった浜松市市民協働センター
( はまこら ) の活動について説明を聞きました。今
後は労福協が市民協働センターからの情報を会員へ
紹介していきます。ボランティア募集などリアルタ
イムの情報を発信しているサイトを紹介する予定で
す。
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つづけるSDGs はじめるSDGs

あなたが取り組んでいる
身近なSDGsの活動をご紹介ください。

E-mailは労福協ホームページの
「応募する」をご利用ください。

応募する
をクリック

【読者の方からのご紹介】
◆静岡市 すん さん（ニックネーム）
備忘録は紙を使用せず、スマホ機能の「リマインダー」「メ
モ」を利用します。

【読者の方からのご紹介】
◆静岡市 N.K さん
①小さくなった体操着やシューズを学校でも使える取り
替え用にしてもらう。②残り湯で洗濯する。③ちび鉛筆は
フォルダーに入れて最後まで使う。 
◆静岡市 アリス大好き さん（ニックネーム）
ペットボトルのキャップを洗い、ビニール袋に入れ、生
協へ持って行っています。ペットボトルもラベルをはが
して、水洗いして生協へ出しています。

【アクションガイドからのご紹介】
日々の決定を見つめ直し、変えてみよう。職場でリサイ
クルはできている ? 会社は、生態系に害を及ぼすような
やり方をしている業者から調達していないかな ?

【読者の方からのご紹介】
◆静岡市 たらちゃん さん（ニックネーム）
暑い日はクールシェア、図書館などで勉強する。着替え
のシャツを持ち歩く。靴の中敷きを畳にしたら最高に気
持ち良い！

アクション、レベル番号はメッセージに
お願いします。

「持続可能な社会のために 
ナマケモノにもできるアクションガイド」
（国連広報センター）にある行動例（レベル1～ 4）にあわせて紹介します。
読者の方からの取組みも紹介します。

寄稿いただいた方の中から掲載させていただいた
方に粗品をプレゼントさせていただきます。

　応募要領
あてはまると思われる「レベル番号 (１～ 4)」と
＜アクション＞（40 文字程度）をハガキ・FAX・
e-mail のいずれかでご応募ください。掲載にあ
たっては、市町村名とイニシャル ( あるいはニッ
クネーム )で紹介させていただきます。
■締切日　2023年 11月 24日（金）［消印有効］
■記載項目　①お名前②電話番号③郵便番号と住
所④「レベル番号 (１～ 4)」⑤＜アクション＞⑥
ニックネーム
応募先　〒420-0851　静岡市葵区黒金町 5-1　
「県労福協だより編集係」054-273-3110

　夏季フードドライブを 8 月 1 ケ月間で開催し、皆
さまのご協力をいただき、３３０箇所に食品回収
BOXを設置させていただき、県民の皆さまからの食
品を募りました。
　今年 1月に実施したフードドライブでは、前年（２
０２２年１月開催）同期と比較して、食品の回収重
量が３分の１ほど減少してしまうという結果でし
た。おそらく物価上昇が大きく関係していると思わ
れます。
　8 月のフードドライブにおいても寄贈品の減少は
顕著で、一部回収拠点からの報告では、前回と比較

いつもフードバンク活動にご理解と
ご協力をいただき、ありがとうございます。

して半分ほどの量になってしまったとのことでした。
　フードドライブの食品寄贈の減少は新聞、テレビ
などマスコミにも取り上げていただきました。
　次号には回収重量の結果や今回初の試みとなる親
子仕分け体験の様子など報告いたします。（フード
ドライブ仕分け作業前の出稿〆切でした）
　食品につきましては年間を通して募集しておりま
す。食品の依頼件数も、依然高い水準であり、皆さ
まからのご協力が不可欠となっております。
　引き続き、皆さまのご支援をいただけますよう、
よろしくお願いいたします。

静岡県労福協
2023福祉強化キャンペーン

　

　県労福協活動方針で掲げています「福祉強化キャンペーン」を、中央労福協のキャペーンと歩調を合わせて『静

岡県労福協２０２3福祉強化キャンペーン』として実施します。

キャンペーン期間は２０２3 年１１月１日から２０２4 年１月３１日（１０月を周知期間）の間、県下全域で展開

していきます。

　キャンペーンの主要テーマは「①労働者自主福祉運動の理解者とろうきん、こくみん共済 coop、生協等の福祉

事業団体利用者の増加を図る。②福祉事業団体の機能活用により可処分所得の向上につなげる。③フードバンクの取

組みにより生活困窮者支援につなげる」です。

　労働者自主福祉運動は、労働者が「相互扶助」や「協同・連帯」の理念に基づき、活動の主体となり、「自らの

組織と資金」により、困っている仲間、周りの人たちの生活上の問題解決にあたる活動です。その為には、運動そ

のものへの理解者、福祉事業団体の利用者が多くいることが大切になります。今キャンペーンを通じて、労働者自

主福祉運動の理解者とろうきん、こくみん共済 coop をはじめとする福祉事業団体の利用者の増加にむけて、取り

組んでいきます。

　物価の高騰、異常気象、長引くロシアの軍事侵攻などの影響により社会的に弱い立場にある勤労者・生活者が困

窮に陥いる危惧があります。

　可処分所得向上の知識を身につけ、実践していくため、家計に関わる保障・お金まわりの「金融リテラシー（金

融商品などを理解し、使いこなす能力）」向上の機会を福祉事業団体、地区労福協、会員団体が中心となって研修会・

学習会を展開していきます。

　皆様方の家計見直しにむけて、福祉事業団体への相談、活用を積極的に検討し、利用ください。

家計の見直したすけあい ネットワーク保障の点検・見直し フードバンクの支援・協力
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（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

大樹生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は無料

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳　南：0545-51-3715

　　　  西　部：053-461-3715
　　　  中東遠：0538-33-3715

相談ダイヤル
相談時間

平日9：00～17：00

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。 お気軽にご利用下さい。

暮らし
何でも相談

≪ご案内≫　お申込の際は、講座名・名前（ふりがな）・電話・住まい（○○市・町）・年齢（○○歳代）をお知らせ下さい。
　　　　　お申込み・お問い合わせは平日9時～17時で受け付けます。 

静岡県生まれ。先天性緑内障により 12 歳で失明。慶應義塾大学法学部、慶應義塾大学大学院法務研究科を経て、2006
年司法試験に合格。同タイトルの著書（日経BP社）は、2014年、松坂桃季さん主演でドラマ化された。

お申し込み

静岡  大切な人の「想い」とともに　～112日間のママ～
【日 時】 10/7（土）　13 :00 ～15:00
【会 場】 あざれあ
【募 集】 200名　（申込先着順）
【参加費】 無料
【申　込】 電話・FAX ・右記QR・ホームページより
【講 師】 清水 健さん（フリーアナウンサー）
 元読売テレビアナウンサーでバラエティや報道番組を担当。2015 年に乳がんのため 29 歳で亡くなった妻・奈緒さん
への想いから、2016年清水健基金を設立。支援活動や講演会、テレビ・ラジオ出演、新聞・雑誌への寄稿と多方面に活動中。

お申し込み

沼津  ことばを磨いて、人生を豊かにする
【日 時】 10/28（土）　13 :30 ～15:20
【会 場】 沼津労政会館
【募 集】100名　（申込先着順）
【参加費】 無料
【申　込】 電話・FAX ・右記QR・ホームページより
【講 師】 橋本 恵子さん（話し方・朗読指導者）
 

【申込】ライフサポートセンターしずおか東部事務所 　TEL 055-929-9820　 FAX 055-929-9825

富士宮市生まれ。元静岡第一テレビアナウン サーで「ズームイン！！朝！」やニュースなどでの生放送番組を担当。50
歳を機に独立し「ことば磨き」に取り組む。

お申し込み

静岡 人は、人を浴びて人になる ～心の病にかかった精神科医の人生をつないでくれた出会い～
【日 時】 11/11（土）　13 :30 ～15:20
【会 場】 あざれあ
【募 集】 250名　（申込先着順）
【参加費】 無料
【申　込】 電話・FAX ・右記QR・ホームページより
【講 師】 夏苅 郁子さん（児童精神科医 /医学博士）
 

【申込】ライフサポートセンターしずおか中部事務所 　TEL 054-270-3963　 FAX 054-272-0014

【申込】ライフサポートセンターしずおか中部事務所 　TEL 054-270-3963　 FAX 054-272-0014

浜松医科大学医学部精神科助手、病院勤務を経て、やきつべの径診療所（焼津市）を開設。著書『病院で聞けない話、
診察室では見えない姿 精神科医療の「7つの不思議」』（ライフサイエンス出版）他。

お申し込み

浜松  全盲の僕が弁護士になった理由（わけ）　～あきらめない心の鍛え方～
【日 時】 11/23（木・祝）　13 :30 ～15:20
【会 場】 浜松労政会館
【募 集】 100名　（申込先着順）
【参加費】 無料
【申　込】 電話・FAX ・右記QR・ホームページより
【講 師】大胡田 誠さん（弁護士）
 

静岡  無料法律相談会（弁護士がご相談に応じます）

【日 時】 12/9（土 ）　13 :00/14:30/16:00　相談は約1時間
【会 場】  ALWFロッキーセンター（静岡県勤労者総合会館3階）
【募 集】各時間2組　（事前予約制）
【申　込】  電話でお申込み下さい
　　　　　ライフサポートセンターしずおか中部事務所 　TEL 054-270-3963
 

主催・問合せ 静岡県ボランティア協会　TEL054-255-7357

静岡

【日 時】 1/13（土）　14 :00 ～16 :00
【会 場】 ALWFロッキーセンター（静岡県勤労者総合会館3階）
【募 集】 40名　（申込先着順）
【参加費】 1,500 円
【申　込】 静岡県ボランティア協会ホームページより http://shizuvol.jp
【講 師】 内藤 いづみさん（在宅ホスピス医）
 

【申込】ライフサポートセンターしずおか西部事務所 　TEL 053-466-6307　 FAX 053-466-6273

お申し込み

藤枝  薬とサプリの豆知識
【日 時】 11/18（土）　10:00 ～11:30
【会 場】 BiVi キャン（BiVi 藤枝 1階）
【募 集】 40名　（申込先着順）
【参加費】 無料
【申　込】 電話・FAX ・右記QR・ホームページより
【講 師】 佐田 健さん（薬局薬剤師）
 

【申込】ライフサポートセンターしずおか中部事務所 　TEL 054-270-3963　 FAX 054-272-0014

食と栄養を通じた健康法、薬の良い面・悪い面など、本当の意味での「健康」の大切さを通じて「薬に頼り過ぎない生活」を提案。
一人一人の健康意識の向上のために活動中。

東京女子医大内科等の勤務後、英国でホスピス研修を受け、甲府ふじ内科クリニックを設立。

ラグリマが聞こえる～ギターよひびけ、ヒロシマの空に～ （7月29日　静岡市）
広島の「被爆ギター」が題材の児童文学「ラグリマが聞こえる」の誕生秘話と平和の祈りコンサー
トを開催。誕生秘話では、当時 14 歳で原爆の被害に遭った笹口里子さんの被爆証言と爆心地
から約 3 キロの民家で被爆し修復された被爆ギター、物語の作者ささぐちともこさんの執筆へ
の想いを紹介。コンサートでは、広島を中心に活動する石原圭一郎さん（ギター）と大島久美
子さん（ソプラノ）、谷崎友美さん（ピアノ）による演奏を披露し、音楽を通じた平和への願
いを伝えました。

 ロッキーカレッジ開催報告

 あした野原に出てみよう　-幸せは誰にも訪れている -
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島田地区退福共
「第40回定期総会」開催
　（～１年間の活動を振り返って～）

沼津地区ろうきんグリーン友の会
「第37回地区報告・連絡会および
親睦ランチ会」開催報告

　2023 年 6 月 16 日（金）、島田市地域交流センター「歩歩路」にて、

第 40 回の区切りの定期総会を開催しました。当日は、28 名の参加を受

けコロナ禍前の開催とほぼ同様な形で実施しました。1 年に１回この総

会だけは出席しようと、また体調を整え仲間の顔を見て元気をもらおう

と、島田市内各地から参加者が集まりました。（懇親会の代わりにお楽

しみお取り寄せ弁当を堪能しました！！）

　これまでの活動報告の場面では、コロナ禍において実施した「歯の健

康セミナー」、昨年 11 月の「諏訪原城址の清掃活動」、今年 2 月に取り

組んだ「大井神社の祈願参拝（地元の大井神社の歴史を学ぼう）」につ

いて触れ、活動を振り返りました。また、県退福協で確認された加入資

格についても、地区規約の改正をしっかりと提案し、加入年齢を問わな

い活動をしていくことを確認し、あらためて仲間づくりの活動を展開し

ていくことを全体で確認いたしました。

　2023 年度の活動にあたっては、皆さんが期待している「バス旅行」

を検討しています。仲間同士で自由気ままに参加できるイベントを通し

て、「生きがいづくり」「楽しみづくり」を充実させていきたいと思います。

　2023年7月7 日（金）沼津リバーサイドホテルにて「地区報告・連絡会およ

び親睦ランチ会」を開催し、申込者 27 名が全員参加することができました。

　冒頭、代表からの挨拶において、今後において、フードバンクや秋の親睦

ランチ会の計画案を説明しました。秋の親睦ランチ会に対する、期待の声が

参加者より寄せられました。

　ろうきん沼津支店田中支店長から、日頃のろうきん活動への協力に対する

お礼と金庫の状況について報告を行い、地区報告・連絡会開催の祝辞があり

ました。

　議題である「2022 年度活動報告」「2022 年度会計報告」「2022 年度会計

監査報告」「2023 年度活動計画（案）」「2023 年度予算（案）」を各幹事より

報告し、全ての議題が満場一致で承認されました。親睦ランチ会では、感染

症法上の位置づけにおいて新型コロナウイルスが 5 類に移行してから初めて

の行事であり、より親睦を深めることができました。

　各種行事に参加した会員が友人や知人を誘い、会員加入に至ったこともあ

り、今後は実施した活動を広く情報発信していくことが重要であり、今後の

活動の更なる発展を共通認識として意思統一を図り、閉会を迎えました。

開会挨拶 
望月代表

閉会挨拶 
秋山副代表
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掛川地区労福協／事務局長
旭テック労働組合／執行委員長

水谷 浩希
　ミズタニ 　　　　ヒロキ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.50

人物登場運 動 継 承
事業団体職員・労福協役員へ

贈る言葉 　みなさん、こんにちは。

　掛川地区労働者福祉協議会で事務局長を仰せつ

かっております、旭テック労働組合の水谷 浩希と

申します。私は、2023 年 7 月より事務局長の任

に就いたばかりです。まだまだ新米な事務局長な

為、役員の皆様にご協力をして頂き全力で努めて

参ります。

　昨年までは、新型コロナウイルスの影響により、

諸活動が制限させられてきましたが、今年度から

は「ｗｉｔｈコロナ」のもとにいろいろな活動も

徐々にコロナ以前に戻ってくると期待しておりま

す。

　せっかくなので旭テックについて少しお話させ

ていただきます。創業は1916年（創業100年

①趣味：ゴルフ
②モットー：常に楽しく　
③最近感動したこと：子供が野球（ティーボール大会）で、
　1勝出来た事　
④最近失敗したこと：寝ぼけて階段から落ちた事

超え）です。自動車やバイクのアルミホイールと

自動車部品や産業建設機械部品の製造販売を行っ

ています。近年は省燃費性能向上のため、ホイー

ルにも軽量化が重要な課題となっています。事業

拠点は日本の他、タイ、中国にも海外進出をして

おります。

　当社組合イベントもコロナ禍の影響でいろいろ

と開催が困難でありましたが、7 月に 4 年ぶりの

「家族の集い」を開催する事が出来、ディズニーラ

ンド・ディズニーシーに行って来ました。組合員

とご家族の笑顔が久しぶりに見られてとてもうれ

しく感じました。これからもいろいろなイベント

を企画していきたいと思っています。

　さて、掛川地区労福協の取り組みとしては、昨

年 10 月に家族参加型イベントとして、「親子ふれ

あいサツマイモ掘り」を地元掛川地区の「赤ずき

んちゃんのおもしろ農園」で実施しました。初イ

ベントではありましたが、お子さんを含め 115 名

と多く会員組合員が参加して頂けました。心地よ

い秋晴れの中、お子さんが夢中でサツマイモ掘り

をしている様子は微笑ましい一コマであり、運営

側もほっこりする時間となりました。

　

水谷 正治 氏
　ミズタニ 　 　　　マサハル　 　　

静岡県労働金庫で理事、総務委員長、研修講師
団長の要職を経て、全国労働金庫会員研修中央
講師団講師としても活躍される。連合静岡では浜松
地協事務局長、議長を歴任。労福協関係では浜
松地域労福協事務局長の職に就く。その後、全労
済静岡県本部理事長（現こくみん共済 coop 静岡
推進本部長）として、7年間理事長を務め、この間、
静岡県労福協副会長にも就き、2010 年に退任。

また、社会貢献活動の一環として毎年行っており

ます市内のカーブミラー清掃を 5 月に実施いたし

ました。当日は 65 名が参加し、交通事故防止を

祈願しながら 17 班に分かれ、629 カ所のカーブ

ミラーを清掃しました。

　最後になりますが、今後も地域のみなさまが楽

しく喜んで頂ける活動を三役・幹事のメンバーで

企画していきますので引き続きよろしくお願いい

たします。

　地域労福協主催の『福祉と暮らしの学習会で労働
者福祉運動の成り立ちやこれからを語る』をテーマに
講演依頼されました。専門的に勉強した訳ではないの
で難儀な事でしたが、たっての依頼と云う事で約二時
間弱話させてもらいました。

【労働組合と労働金庫・全労済（現 こくみん
共済 coop）との関連性について】
大きく分けてみると二つあります。①それぞれの生い立
ち（歴史）から来る必然性と②それぞれの目的から
来る必然性があります。
①は、戦後の労働者困窮時代に、自らの努力で生活
の維持向上に必要な物やお金や保障の業務に関与し
ていくために誕生させたのが、労金や全労済や生協
です。
②は、労金や全労済や労働組合は誰が何の為に立
ち上げたのか？労働者の生活の維持向上の為に、各々
の先人達が努力して立ち上げたものです。従って、
土台の部分には働く者の生活の向上の為にと云うもの
が有り、根っこの部分は全く同じ所にあると云えます。

【福祉事業団体とは】
「福祉」幸福の追求であり、積極的には生命の繁栄。
消極的には危急からの救い。
「事業」目的と計画に基づいて行う経済的活動であり
社会的な大きな仕事。
「団体」勤労者・労働者の集まり。一つは、働く人た
ちの団体が幸福・生命の繁栄の為に行う社会的な大
きな仕事を行うのが労福協。二つは、働く人たちの幸
福・生命の繁栄を目的として計画を立て経営する経
済的な団体（ろうきん・全労済）。双方に絡まってい
るのが労働組合かなと思われます。

前号に続き、お引き受けした講演会の内容の概要を
お伝えします。

　

【業務的にも個人としても大切にしたい気持
ちの持ち方や生き方について】
利己性と利他性のバランス感覚を常に意識の中に置
いておく必要があります。このバランスを崩す要因とな
るのは、効率性や利便性至上主義と言われます。
社会的な動物である人間は『他人の為に』何かをす
ることを喜びとするような、脳体系が存在しているとの
学説も有るそうです。
【情けは他人の為ならず・・・、この続きにくる、
廻りまわって己がため】
これを正確に云える人は 40%もいないそうです。こん
な時代だからこそコミュニケーション能力の向上を意識
したいものです。自分磨きの為に、もっと会話を・もっ
と屋外へ・もっと本を・もっと音楽を。

【そして、視点の置き直しや価値観の定め直しも…】
労福協・事業団体・労働組合は、ともすれば物事
の供給側 ( 政治・行政・会社 ) へのお願いや要請
に終始しがちになります。時には需要側（勤労者・
生活者・市民・国民）への利益誘導に向けて強力
な力量を示せるように、能力の向上には常に怠りの無
いようにしたいものです。
又、労福協という組織にあてはめると、県労福協が
供給側で、地域労福協が需要側に終始、が当たり
前には決してならないように、相互に意思の確認も怠
らないように心したいものです。

【心意気・気概を持ち続けよう】
「一人はみんなの為に、みんなは一人の為に」労働
者福祉運動や各種の活動もこのような気概が有って
はじめて成り立っていくものと言えます。

【空に届くまで私の限界はない】
棒高跳びのメダリスト

【つま立つ者はたたず。跨（また）ぐものは行かず】
古い諺でつま先立ったり大股だったりしたら遠くにも行
けないし、長い間も立てない。心意気を持って歩調を
合わせて着実に前進を図りましょう。
～情熱と汗と智恵を結集しましょう！！～

地域労福協『福祉と暮らしの学習会』講演要旨
(2008年 12月 )
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　８月５日（土）、森町にある「神明の里」にて「あ
ゆのつかみどりとバーベキュー」を開催しました。
コロナ禍により、2020 年は中止、2021 年および
2022 年は日程を数日間に分けての分散開催とし
ており、参加者全員が一堂に会しての開催は４年
ぶりとなりました。このイベントは毎年、大変好
評をいただいており、今年も定員を大幅に上回る
455 名の方にお申込みいただき、厳正な抽選の結
果、170 名の方に参加いただきました。
　当日は、髙良地区労福協会長の開会あいさつの
後、子どもたちは、生け簀の中であゆの群れを追
いかけ回し、大人たちはバーベキューの準備です。
その後は、バーベキューやあゆの塩焼きを堪能し
つつ、「輪投げでおもちゃゲット」「桟敷席別対抗
水風船リレー」といったゲームを行い、大人も子
どもも大変な盛り上がりを見せていました。
　好天に恵まれ、非常に暑い一日でしたが、子ど
もたちのたくさんの笑顔にあふれ、また、一つの
桟敷席に２～３のグループが相席となったことで
会員労組間の親交も深まり、労福協らしいイベン
トとなりました。

「あゆのつかみどりとバーベキュー」「あゆのつかみどりとバーベキュー」
袋井地区労福協袋井地区労福協

　コロナ規制が軽減され、行動の自由度が増したこと
から、昨年と比較すると参加者は減少したものの、集
合時間や行動ルートが自由な本企画は好評で、３００
名ほどの参加をいただくことができました。
　当日は好天に恵まれ、車内からは数多くの動物を見
ることができ、参加された方も大いに満足している様
子でした。中には暑さのためグッタリしてしまってい
る動物たちもいましたが、極力暑さを避けるために数
少ない日陰でじっとしたり、幾分冷たさを感じる石に
体を寄せたりと、野生動物の知恵を垣間見ることもで
きました。
　自動車を降りて、歩いて小動物を観察するコーナー
では、子供たちは、普段ふれあう機会のない動物への
えさやり体験に興味津々で、近くに寄ってなでたり、
一緒に写真を撮ったりと、暑さを忘れて楽しんでいる
様子でした。
　今年度は、様々な活動が再開され、榛南地区では 10
月に「吉田町ふれあい広場」でのポップコーン販売が
予定されています。ポップコーン製造は 4 年ぶりとな
りますので、悪戦苦闘が予想されますが、参加者全員
で力を合わせ、とびっきりなおいしさを目指します！

「真夏の富士サファリパークに行こう！」を開催「真夏の富士サファリパークに行こう！」を開催
榛南地区労福協榛南地区労福協 「幸せを支え合う社会」の実現のために福祉基金協会ではＮＰＯ団体との新たな活動を

模索しています。労福協会員の皆様にＮＰＯ組織をより身近に感じていただくために、
中間支援団体の紹介に基づいてＮＰＯ団体の活動を労福協だよりに掲載しています。

　大井川中流域に位置し山林に囲まれた茶園の中
の抜里（ぬくり）集落。基盤整備を契機に、茶農家の
規模拡大と老朽化していた荒茶工場の再編が図ら
れました。これにより農地や農業用施設の維持管
理を担う「抜里エコポリス」が発足し、今では農業
者だけでなく地域住民全体を巻き込んだ活動とし
て展開され、地域一体で「川根茶ブランド」の銘柄
産地を支えています。
　ホタルの保全や、大井川鐡道線路沿いの植栽活
動にも取り組んでおり、地域内外との交流に貢献しています。令和3年度に、地域内での環境保全活動やホタル保全に加え、
UNMANNED無人駅の芸術祭における協働の取組が評価され、抜里集落が「ふじのくに美しく品格ある邑」知事顕彰を受

賞した際の中心団体です。
　また昨年からは「ぬくりアート回廊プロジェクト」として、茶
園の作業で農家しか行くことのなかった寺山（通称ぼいんぼい
ん山）へのアート作品の設置とハイキングルート整備をNPO法
人クロスメディアしまだと協働して行っています。アーティス
トや学生、サポーターの受け入れを積極的に行い、抜里集落の魅
力をたくさんの人に感じてほしいと思っています。

抜里エコポリス（島田市川根町）　代表　兒玉徳治

抜里エコポリス（島田市川根町）

（一財）静岡県年金福祉協会主催　2023年度市町年金セミナー開催スケジュール（後期2024年 3月まで）

２０２３年１１月１２日（日）
２０２３年１２月１０日（日）
２０２４年　１月１４日（日）
２０２４年　２月１８日（日）
２０２４年　３月１7日（日）
◎ 参加費‥無料　◎開催時間‥各会場、午前 10時～ 12 時
◎ 申込先‥（一財）静岡県年金福祉協会　TEL 054(251)2767

※開催予定は、会場の都合等で変更になる場合があります。
　会場毎、定員になり次第、受付を終了します。

静岡市　清水テルサ
掛川市　生涯学習センター
藤枝市　 BiViｷｬﾝｾﾐﾅｰﾙｰﾑ
三島市　商工会議所会館
富士市　ロゼシアター

【協賛】（公財）静岡市勤労者福祉サービスセンター｢ジョイブ静岡｣
【協賛】（一財）小笠掛川勤労者福祉サービスセンター｢ＯＫ！ワーク｣　【協力】掛川市
【共催】藤枝市【協賛】（一財）藤枝市勤労者福祉サービスセンター｢サポートふじえだ｣
【協賛】三島田方勤労者福祉サービスセンター　【協力】三島市
【共催】富士市【協賛】（一財）富士市勤労者福祉サービスセンター｢ふくりこＦｕｊｉ｣

開　催　日 開 催 場 所 共催・協賛団体

地域・地区労福協の活動予定
月   　日  曜日  　開催時間   　  催事（イベント） 　　 　　　会場（場所）　  　　　　参加資格・参加費など　　　  　　 主　催 　　　　　　　　　　　　　　備　     考

1０・１１月にアクティ森施設で使用可能な金券斡旋
お問合せ先　袋井地区労福協　☎0538-45-1221

参加者代表は「労福協会員」である事
お問合せ先　伊東熱海地区労福協　☎0557-36-2655

お問合せ先
清水地区労福協　☎054-351-9222(火・水・金　9:30～13:00）
お問合せ先　賀茂地区労福協　☎0557-29-6116
　　　　　　伊東熱海地区労福協　☎0557-36-2655
お問合せ先
三島地区労福協　☎055-955-7670（月・水・金10～14時）

講演　山口達也　氏
お問合せ先　袋井地区労福協　☎0538-45-1221

お問合せ先
清水地区労福協　☎054-351-9222（火・水・金　9:30～13:00）

お問合せ先
北駿地区労福協事務局　☎0550-83-5100

会員経由にて参加申込を事前集約

共催：浜松市

お問合せ先　東遠地域労福協　☎0537-61-2122

お問合せ先　掛川地区労福協　☎0537-61-2122

お問合せ先　東遠地域労福協　☎0537-61-2122

お問合せ先　東遠地域労福協　☎0537-61-2122

お問合せ先　東遠地域労福協　☎0537-61-2122
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9：00～

9:30～

9：00

10時～

18：30

9:00

終日

9:30

13:30

13:00

14:00

9:00

18:30～

文化講演会

セカンドライフセミナー

東京上野バスツアー

第5回綱引大会

教育・進学知っ得セミナー

健康・交流グラウンド
ゴルフ大会

無料法律相談会

列島クリーンキャンペーン

労働文化講演会

掛川市生涯学習センター

ろうきん清水支店

上野動物園他フリー

東芝テック㈱三島工場体育館

ろうきん清水支店

掛掛川市総合福祉センター

ＪＡＭ静岡会館

菊川市内

メロープラザ

秋の思い出づくり応援
キャンペーンｉｎ「アクティ森」
裾野地区労福協
パークゴルフ大会

富士サファリパーク
現地集合ツアー

第38回
はままつ労福協まつり

モルック大会

ソフトボール大会

アクティ森

富士山樹空の森パークゴルフ場

浜名湖ガーデンパーク

高根中郷館（御殿場市）

大東総合運動場

富士サファリパーク

袋井地区労福協

裾野地区労福協

浜松市労福協

北駿地区労福協

東遠地域労福協

伊東熱海地区労福協

東遠地域労福協

清水地区労福協

伊豆地域労福協

三島地区労福協

清水地区労福協   静岡市

参加資格：会員
参加費：あり

参加資格：会員
参加費：あり

参加資格：会員
参加費：あり

掛川地区退福共
掛川地区労福協
連合静岡東遠地協
東遠地域労福協
連合静岡東遠地協
東遠地域労福協

中遠地域労福協

参加資格：なし
参加費：なし

参加資格：会員
参加費：なし

会員構成員とそのご家族

会員・１冊1,000円

無料

会員・家族・有料

参加無料  要予約

参加無料  要予約

会員・家族・有料

会員-参加費あり

無料　入場整理券あり

会員及びその家族は無料

10
月　

11
月　

12
月　
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■冊子が左ページ開きになり見やすいです。表紙の夏号らしく涼しさを感じます。水谷さんの「贈
る言葉」は2度、3度と読み返してとみたい内容でした。　　　　　　　　　　　　富士宮市　小岱様

■「富士山一掃清掃」は、本年度、すごくごみの量が多いと思われます。機会があれば参加したいで
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　袋井市　岩出様

■図書館で手にし、見せていただきました。SDGsは、大切だと思うので、どんどん取り入れていく
べきだと思います。読者の方のSDGs方の紹介も良いですね。　　　　　　　　　　浜松市　浅野様

■被災地支援活動にも私も参加したいです。ボランティア登録方法を調べて、登録します。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沼津市　大塚様

■表紙の綺麗な金魚に惹かれて初めて手に取りました。たくさんの活動報告や講座の案内、情報
がいっぱいで元気をもらえる内容です。写真も多く、皆さんの頑張り、熱意が伝わってきます。私
は子育て世代です。できることから貢献、参加できたらと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤枝市　浅野様

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問を
お寄せください。掲載させていただいた方
には粗品をプレゼント！

https://shizuoka-rofukukyo.jp

E-mailは労福協ホームページの「応募する」をご利用ください。

クイズの答えはメッセージにお願いします。

応募総数56通の内、
正解者の中から
抽選した結果下記の方々が
当選されました。
おめでとうございます。

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」FAX ０５４－２７３－３１１０応募先

（１）C : ①和 ②積
（２）A  : ゴルフの予定を入れた
（３）  C : つながる労福協運動

クイズ  前回の答え

○清 水 町
○静 岡 市
○磐 田 市
○浜 松 市
○浜 松 市

当選者
　堤　様
金　刺様
萩　原様
鈴　木様
古　橋様■締 切 日　２０23年11月24日（金）まで　[消印有効 ]

■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所　
　　　　　　④クイズの答え　⑤メッセージ

QUO
カードを
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様にQUOカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方にもQUOカードをプレゼントします。

応募する をクリック

❶つながる仲間ミーティングの活動地区が今年度に入り増えました。
8月現在で活動地区はいくつになったでしょうか?
Ａ： 6地区 /Ｂ： 5地区 / C： 4地区
❷人物登場の掛川地区労福協 水谷事務局長が紹介された掛川
地区労福協の家族参加型イベントの会場は？
Ａ： 赤ずきんちゃんのおもしろ農園 / Ｂ： 俳優 赤楚（あかそ）衛二クンのイケメン農園 
/ C： 赤鬼さんのおそろし農園
❸運動継承「贈る言葉」で紹介された次の文章で（　　）に入る言葉は？
「情けは他人の為ならず・・・、この続きにくる、廻りまわって（　　）がため」
Ａ：己（おのれ） / Ｂ： 卍（まんじ） / C： 袈裟（けさ）

　　　

賀茂地区労福協事務所の紹介 

東京電力稲取事務所2Fに事務所があります。
連合静岡伊豆地協事務所内に併設されており、労福協の業務を
行っています。駅から距離がありますが、近くにはスーパーや喫茶
店があり便利です。

賀茂地区労福協

・住所：賀茂郡東伊豆町稲取637-5東京電力稲取事務所2F
・電話：0557-29-6116　FAX：0557-29-6117
・所在地道案内：伊豆急行伊豆稲取駅から西の方向に徒歩20分
　　　　　　　（駐車場の有無）駐車場　2台
・事務所の開いている曜日：
  平日（来所の際は事前にご連絡ください）
　時間：9：00～15：00（お昼12：00～13：00不在）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献する
ことを目的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。
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労福協だより

https://Shizuoka-rofukukyo.jp/

検索サイトからもご覧いただけます

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

（一社）静岡県労働者福祉協議会

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

2023 秋号

（一社）静岡県労働者福祉協議会

だよりだより労福協労福協

事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ事業団体職員・労福協役員へ
シリーズシリーズシリーズ運動継承！運動継承！運動継承！

贈る言葉贈る言葉贈る言葉
事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

こくみん共済coopからのお知らせこくみん共済coopからのお知らせこくみん共済coopからのお知らせ

こくみん共済coop静岡推進本部組合員代表者会議こくみん共済coop静岡推進本部組合員代表者会議こくみん共済coop静岡推進本部組合員代表者会議

ALWF 福祉基金協会からのお知らせALWF 福祉基金協会からのお知らせALWF 福祉基金協会からのお知らせ
ユニオントラベルからのお知らせユニオントラベルからのお知らせユニオントラベルからのお知らせ

SDGsアクションSDGsアクションSDGsアクション
フードバンクからのお知らせフードバンクからのお知らせフードバンクからのお知らせ

労働金庫からのお知らせ労働金庫からのお知らせ労働金庫からのお知らせ

県生協連総会県生協連総会県生協連総会
ロッキー奨学金授与式ロッキー奨学金授与式ロッキー奨学金授与式
NPOパートナー委員会報告NPOパートナー委員会報告NPOパートナー委員会報告
福祉強化キャンペーン福祉強化キャンペーン福祉強化キャンペーン

地域・地区労福協活動紹介地域・地区労福協活動紹介地域・地区労福協活動紹介
NPO団体活動紹介NPO団体活動紹介NPO団体活動紹介

退福協・グリーン友の会 活動報告退福協・グリーン友の会 活動報告退福協・グリーン友の会 活動報告

静岡県労福協HP

労福協だよりを
閲覧できます

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.50
（掛川地区労福協）

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.50
（掛川地区労福協）

物登場物登場人
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